
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２０１１年１月３０日             NO,２４４ 

 

 禅定院の参道入り口（県道沿い） 

には、地蔵尊石像、三界万霊塔、 

多宝塔と宝篋印塔の四塔があり、 

いずれも明和４年（１７６７）～ 

天明元年（１７８１）にかけて主 

弁法印の代に建立されました。 

 市指定文化財の宝篋印塔は、高 

さ３５０㌢あり、銘文には廻国供 

養と彫られており、明和４年（１ 

７６７）に建立されました。 

               

              大きさ、形とも白沢町の代表的 

な宝篋印塔といわれています。 

 平安中期に編纂された延喜式に 

は、群馬県に九つの牧（馬の放牧 

場）があり、そのひとつが大藍牧 

で、現在の尾合、平出、岩室あた 

りと考えられています。 

 尾合にある寛文４年（１６６４） 

の供養塔などには「利根庄追合村」 

と彫られおり、地名の変遷を考え 

る上の資料ともいえます。 

 各地区の予選を勝ち抜いた約２００人の小中学生が参

加し２３日、第４３回沼田市子ども会上毛かるた大会が

沼田小屋内運動場で開かれました。 

 団体戦では、薄根地区（小学校低学年）、材木町Ａ（小 

学校中学年）、高橋場町Ａ（小学校高学）、鍛冶町Ａ（中 

学校）が優勝し、材木 

町Ａ、高橋場町Ａ、鍛 

冶町Ａが県大会出場を 

決め、個人戦では、優 

勝した小学校４年生と 

６年生、中学生が県大 

会に出場します。 
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す
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野
経
済
財
政
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当
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人
生
９０
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あ
り
、
雇
用
は
正
社
員
が
当
た
り
前
の
ル
ー
ル
を
つ
く
る
こ
と
が
必
要
で
す
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 国道１２０号椎坂バイパス（白沢町生枝と利根町大原を結ぶ４．２㎞）

整備事業の椎坂２号トンネル（生枝から園原１６５３㍍）は、１月１３日

現在で、約１１５０㍍掘りすすみ、３月に貫通する見込です。 
 また利根町側の１号トンネル（５１０㍍）の入札が昨年１２月におこな

われ、請負工事費９億５１３０万円で佐田・沼田・萬屋特定建設工事共同

企業体が落札し、２月から始まる県議会に請負契約の締結の議案が提案さ

れ、可決されれば３月から工事がはじめられることになります。 
 ２０１４年度にトンネル区間の共用が開始される予定で、全体の工事費

は約９６億円（トンネル約４２億１千万円）を予定してます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 利根町の柿平、小松地区の高齢者宅を訪問する「集落

支援員」が活動しています。 

 沼田市では県の補助事業で実施されていますが、総務

省も１人当たり２２０万円を特別交付税で措置し、過疎

地域の生活を支える「集落支援員」の活動を援助し、全

国の市町村のなかでは、高齢者宅の訪問や伝統行事の継

続、鳥獣被害対策などはば広く活動していますが、沼田

市でも「集落支援員」を充実させることが必要です。 


